
七夕
たなばた

の時期
じ き

（月遅
つきおく

れの８月
がつ

７日
なのか

のこと）は、小麦
こ む ぎ

の収穫
しゅうかく

が終わった
お    

ころで、小麦
こ む ぎ

を使った
つか    

食べ物
た   も の

でその収穫
しゅうかく

を祝った
いわ    

のではないかと考えられて
かんが        

いるそうです。 

松本
まつもと

地域
ち い き

で昔
むかし

から食
た

べられてきた、知恵
ち え

と思い
おも  

のこもった郷土
きょうど

食
しょく

を大切
たいせつ

にし、

伝え
つ た  

ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  きゅうしょくゆうびん 

松本市学校給食センター 

七夕
た な ば た

とは・・・昔
むかし

、「棚機
たなばた

女
つめ

」という娘
むすめ

が、神
かみ

さまに布
ぬの

をささげ

ると、災
わざわ

いがのぞかれるという言い伝え
い   つ た  

が日本
に ほ ん

にありました。

そこに、中国
ちゅうごく

から伝
つた

わってきた、お盆
  ぼ ん

の行事
ぎょうじ

や「彦星
ひこぼし

が１年
 ね ん

に

一度
い ち ど

、７月
がつ

７日
なのか

に天
あま

の川
がわ

をわたって織姫
おりひめ

に会い
あ  

に行く
い  

という

伝説
でんせつ

」、「裁縫
さいほう

や文字
も じ

が上手
じょうず

になるようにと星
ほし

に願
ねが

う行事
ぎょうじ

」など

がまじりあい、今
いま

の七夕
たなばた

の行事
ぎょうじ

になっていきました。
 

 

七夕
たなばた

には願
ねが

いをこめて食
た

べる行事食
ぎょうじしょく

があります。 

七夕
たなばた

まんじゅう 

あんこを入
い

れることが多
おお

いですが、 

畑
はたけ

でとれた野菜
や さ い

（なすなど）を 

入
い

れることもあります。 

七夕
たなばた

ほうとう 

ゆでたほうとう（平
ひら

たいうどん）に、

小豆
あ ず き

やきなこをまぶした、 

甘
あま

いほうとうです。
 

 

 

そうめん              「病気
びょうき

にならないように」と願
ねが

いをこめて 

七夕
たなばた

にそうめんを食
た

べます。 

松本
まつもと

地域
ち い き

では何
なに

を食
た

べているのかな？ 

松本
まつもと

地域
ち い き

の

郷土食
きょうどしょく

だね！ 


